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書誌の同定基準及び流用入力データの作成基準 
 
 
１．書誌の同定基準 
 

NCで重複している書誌は書誌番号が早い方に登録する。 
 
・書名（TR、VT）：標題（本書名）一致 
   対象フィールド：TR、VT 

  ＊タイトル関連情報の相違：同一とみなす。 
・著者名（TR、AL）：2名までは完全一致、3名以上の場合は第一著者が一致。 
・版（ED）：一致 
  ａ）版の異なる場合：他の項目が一致している場合、同一とみなす。 
  ｂ）表記の違い：同一とみなす。 
・出版事項（出版地、出版者、出版年月）（PUB）：一致 
  ａ）出版年は一致するが、ページ数が異なる場合：職員に確認 
  ｂ）出版年のみが異なる場合：職員に確認 
・形態事項（PHYS）：大きさは２ｃｍ以内の違いは同一とみなす。 
          ページは本文ページが一致すれば同一とみなす。 
・親書誌（シリーズ・叢書名）事項（PTBL）：一致 
＊ 親書誌の新規作成を要する場合は作成対象外とする。 

 
 
２．流用入力データの作成基準 
 
和書 採用マーク：TRC、JP 
洋書 採用マーク：US、UK、その他 
RECONファイル：採用しない 
 
・著者の追加：行う 
・著者名典拠リンク形成：行う。（但し、同定できない場合は行わない。） 
・出版年、ページ、版が異なる場合：現物からの入力の場合は、修正する。 
・親書誌とのリンク形成：行う。（親書誌が参照マークヒットの場合、流用データを作成する。） 
＊ 親書誌の新規作成を要する場合は作成対象外とする。 


